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機能の概要と変更履歴

要約データ

• P-GW

• S-GW

• SAEGW

該当製品または機能エリア

• ASR 5500

• VPC-DI

• VPC-SI

該当プラットフォーム

無効：設定が必要機能のデフォルト

N/Aこのリリースでの関連する変更点

N/A関連資料
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マニュアルの変更履歴

リリース改訂の詳細

21.23最初の導入。

重要

この機能は、すべてのお客様の展開シナリオでは検証されていません。

詳細については、シスコのアカウント担当者にお問い合わせください。

機能説明
WPSセッションの APN、QCI、ARPベースの DSCPマッピング機能により、P-GWと S-GW
で、ワイヤレスプライオリティサービスサブスクライバの APN、QCI、ARP機能に基づく
DSCPマーキングをサポートできます。

コントロールプレーントラフィックの優先順位付け：WPSユーザーのコントロールプレーン
トラフィックは、LTEコアのさまざまなネットワーク機能間で他のサブスクライバよりも優先
されます。

優先順位レベル：P1、P2、P3は、WPSユーザーが使用できる 3つの優先順位レベルです。

• P1と P2のユーザーは HSS/PCRFで識別され、GWはデフォルトおよび専用のベアラーの
作成、変更、更新、削除時にそれぞれの優先順位（APN、QCI、ARP）を使用します。

• P1および P2のWPSユーザーは、高い優先順位で扱われます。

•優先順位付けされたユーザーのコントロールプレーン IPパケットの DSCPマーキングは
DSCP = 47でマークされ、他のすべてのユーザー制御パケット IPパケットはDSCP = 32で
マークされます。

•非WPSユーザーと P3 WPSユーザー（たとえば QCI=5と ARP PL = 5）には、発信される
コールに基づいて高い優先順位が動的に割り当てられます。例：WPS-P1ユーザーが非
WPSユーザーを呼び出す場合。

• LTEコアでは、MPS-Identifier-AVPの有無と Rx-AAR内の Service-Info-Status-AVPの値に
基づいて、ユーザーに対して示される高い優先順位が Rxよりも優先されます。PCRFは
適切なアクションを実行し、適切な QCI、ARP値を Gxセッションで P-GWに伝達しま
す。

Diameterインターフェイス：

• P-GW、Policy Change Rule Function（PCRF）、およびDiameterルーティングエージェント
(DRA)は、Gxインターフェイスや Rxインターフェイスなどの Diameterインターフェイ
スの設定を使用して、サブスクライバのポリシー制御や課金制御をサポートします。

非 Diameterインターフェイス：P-GWおよび S-GWは、それぞれのピアとの間で S5、S8、
S11、S1Uなどの非 Diameterインターフェイスを使用します。
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Diameterベースインターフェイスの低および高優先順位チャネルの特
性

低優先順位チャネルはWPS以外のユーザーセッションに使用され、高優先順位チャネルは
WPSユーザーセッションに使用されます。これらのチャネルは、異なる Differentiated Services
Code Point（DSCP）マーキングによって識別されます。PGW（Gx）のDRAへのピア接続を図
に示します。

図 1 : Gxインターフェイスを介した低優先順位チャネルおよび高優先順位チャネルの概要

表 1 : Gxインターフェイスの低優先順位チャネルと高優先順位チャネル

Diameterホスト
FQDN

IPレイヤを介したTCP接
続

IPレイヤDSCPDiameterインター
フェイス

優先順位チャ

ネル

未変更

例：0 0 0
1-diamproxy.
PGW-Gx’, ‘dra1’,
‘pcrf1

32

（注）

このチャネルは非WPS
Diameterメッセージ用
ですが、すべてのレッ

ドピアがダウンしてい

る場合などのエラーシ

ナリオでWPS Diameter
メッセージを伝送する

可能性があります。

32と等しいGx低優先順位

高い優先順位に固

有

例：
0001-diamproxy.
PGW-Gx-wps’, ‘
dra1-wps’,
‘pcrf1-wps’.

4747と等しいGx高優先順位
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S11、S5、または S8インターフェイスの低優先順位チャネルと高優先
順位チャネルの特性

S5インターフェイスと S11インターフェイスは GTPv2ベース（トランスポートプロトコルと
して UDPを使用）で、低優先順位チャネルと高優先順位チャネルに次の特性があります。

表 2 :他のインターフェイスの低優先順位チャネルと高優先順位チャネル

Diameterホス
ト FQDN

IPレイヤを介した TCP接続IPレイヤ
DSCP

Diameterインター
フェイス

優先順位チャ

ネル

——32S11または S5また
は S8

低優先順位

——47S11または S5また
は S8

高優先順位

機能の仕組み
この機能の動作の概要を以下で説明します。

P-GW/S-GWは、WPSプロファイルに基づいて、高い優先順位または低い優先順位のいずれか
のチャネルを選択します。次の表に、デフォルトで、またはセッションの専用ベアラーのいず

れかで設定済みの APN名、QCI値、および ARP PLに基づく DSCPマーキングルールを示し
ます。WPSセッションの検出は、デフォルトまたはセッションの専用ベアラーで設定済みの
APN名、QCI、およびARP PL値に基づいて行われます。S5、S8、および S11インターフェイ
スには、表に示すように、APN、QCI、およびARP PLパラメータに基づいて、DSCP=47 IPで
マークされた IPパケットが含まれます。他の IPパケットは、DSCP=32でマークされます。

表 3 : APN、QCI、および ARPの優先順位レベルに基づくWPSメッセージの優先順位付け

DSCPARP PLQCIAPN名

47*66,69APN-x/APN-y/*

471、2*APN-x/APN-y/*

4738APN-x/APN-y/*

4759APN-x/APN-y/*

4742APN-x/APN-y/*

次の表では、トランザクションまたは発信元ホストに基づく動的なトランスポート選択のプロ

セスについて説明します。
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表 4 :手順

説明プロセス

• WPSユーザーを有効または無効にするには、Diameterのエン
ドポイントで CLIコマンド priority-select を使用します。こ
のCLIコマンドは、IMS承認サービスのポリシー制御設定に
あります。

• P-GWは、APN名、QCI、および ARP PL値がタグ付けされ
たすべてのWPSセッションでセッション作成要求を受信し
ます。

• P-GWは、その APN名、QCI、および ARP PL値がWPSと
一致しているかどうかを確認します。

•セッションマネージャは、受信した ARP PL値がWPSセッ
ションと一致しているかどうかを確認します。

• WPSセッションの一致と有効な優先順位選択という上記の基
準が満たされている場合、ユーザーはWPSユーザーと呼ば
れます。それ以外の場合、ユーザーは通常ユーザーと呼ばれ

ます。

WPSユーザーと非WPS
ユーザーの識別

ポリシー変更ルール機能（PCRF）では、非WPSユーザー向けの
低い優先順位のセッションとWPSユーザー向けの高い優先順位
のセッションといった 2つの優先順位レベルを定義できます。

• WPSセッション時に常時：WPSユーザーに属するGTPv2-S5、
GTPv2-S11、GTPv2-S8、および Gxセッションは、常に高い
優先順位として扱われます。

•オンデマンドWPSセッション：非WPSユーザーに属する
GTPv2-S5、GTPv2-S11、GTPv2-S8、および Gxセッション
を、より高い優先順位（より低い ARP PL値）に動的に昇格
できます。この最も一般的な例は、WPSユーザーが非WPS
ユーザーにWPSコール（*272で始まるコールをダイヤルす
ることにより開始）を発信する場合です。このようなタイプ

のセッションは、オンデマンドWPSセッションと呼ばれま
す。

•高い優先順位のセッションに属するコントロールプレーンGx
メッセージは、高い優先順位のチャネルを使用する必要があ

ります。

•高くない優先順位のセッションに属するコントロールプレー
ン Gxメッセージは、低い優先順位のチャネルを使用する必
要があります。

セッションの優先順位付け
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説明プロセス

Gxインターフェイスでは、CLIレベルで2番目のパスを形成する
ためにさまざまな接続が行われます。

• P-GWは 2セットのDRAピア接続を作成します。1つは高い
優先順位に設定され、もう 1つは通常の優先順位のメッセー
ジに設定されます。

• P-GWは、セッションのタイプ（WPSセッションまたは非
WPSセッション）に応じて、特定の接続ペアで CCR-Initial
および CCR-Update Gxメッセージを送信します。

•ピアに priority-selectフラグを設定すると、WPSセッションの
すべての CCRメッセージが、高い優先順位のピアで開始さ
れます。P-GWがユーザーをWPSユーザーとして識別する
と、DSCPを47にマーキングして優先順位の高いピアにバイ
ンドします。ただし、非WPSサブスクライバのDiameterメッ
セージは低い優先順位のピアで開始され、DSCPは32に設定
されます。

（注）

ピアのDSCP設定が指定されていない場合は、Diameterエンドポ
イントに設定されたグローバルDSCP値が使用されます。Diameter
エンドポイントにグローバル DSCP値が設定されていない場合
は、DSCP値「0」が使用されます。

WPSユーザーに関しては、CCR-Iメッセージをトリガーする前次
のアクションが実行されます。

•高い優先順位のピアの選択。

•既存の AVP文字列がピア設定で設定されている場合、発信
元ホスト IDに文字列が追加されます。文字列が設定されて
いない場合、デフォルトの -wps文字列が発信元ホスト IDに
追加されます。

• DRAまたは PCRFは、CCR-Iの受信時に高い優先順位のチャ
ネルを介してCCA-Iで応答します。その後のメッセージは、
高い優先順位のチャネルに従います。

通常ユーザーとWPSユー
ザー間のパスの差別化

通話フロー

この機能の主なコールフローには、非WPSセッションからWPSセッションへの移行と、PCRF
によって開始されたベアラー削除が含まれます。

CSR（セッション作成要求）に 1つのベアラーがあり、ARP PL、QCIが、対応する APNの
WPSプロファイルで定義された ARP PL、QCIと一致しない場合、セッションは非WPSセッ
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ションとして扱われます。すべての Gxメッセージは、PCRFへの低い優先順位のチャネルに
従います。ただし、モバイルによってトリガーされた専用ベアラーの ARP PL、QCIが、対応
する APNのWPSプロファイルで定義された ARP PL、QCIと一致する場合、低い優先順位の
セッションはWPSセッションに移行されます。

「グリーンピア」は「低い優先順位のチャネル」です。「レッドピア」は「高い優先順位の

チャネル」です。

（注）
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図 2 :非WPSセッションとWPSセッション相互の移行
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表 5 :手順

説明ステップ

低い優先順位のチャネルは、非WPSセッションに使用されます。1～ 6

P-GWが、WPS APNプロファイルの ARP PLと一致する APN、
ARP PL、QCIを持つ専用ベアラーを受信し、次の操作が実行さ
れ、CCR-Uが DRA/PCRFに送信されます。

•非WPSセッションがWPSセッションに移行します。CLPが
WPSセッションとして更新されます。

• P-GWが、高い優先順位のピアを識別します。

•文字列「-wps」または設定された origin-host-suffix文字列を
発信元ホスト IDに追加します。

Gx、S5、S11、またはS8での後続の発信メッセージは、セッショ
ンが再度ダウングレードされるまで、高い優先順位のチャネルに

従います。

7～ 14

P-GWが、WPS APNプロファイルで定義されていない QCIまた
は ARP PLを含む RARを受信すると、セッションがWPSセッ
ションから非WPSにダウングレードされます。

15～ 22

WPS用の IMS承認サービスの設定
IMSサブスクライバの IMSAサービスをコンテキストレベルで設定するには、次の設定例を使
用します。

configure
context context_name

ims-auth-service imsa_service_name

policy-control
diameter origin endpoint endpoint_name priority-select
diameter dictionary dictionary

no event-report-indication
custom-reauth-trigger qos-change default-bearer-qos-change

ue-ip-addr-allocate resource-modification-request ue-ip-addr-release
apn-ambr-mod-failure default-bearer-qos-mod-failure

diameter host-select table { 1 | 2 } algorithm round-robin
diameter host-select row-precedence precedence_value table { 1

| 2 } host primary_host_name [ realm primary_realm_id ] [ secondary host
secondary_host_name [ realm secondary_realm_id ] ] priority-host [ -noconfirm
]

exit
exit
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注：

• context_nameは、IMSAサービスを有効にするコンテキストの名前です。

• imsa_service_nameは、Rel. 8 Gxインターフェイス認証用に設定する IMSAサービスの名前
です。

• Rel. 8 Gxインターフェイスのサポートを有効にするには、関連する Diameterディクショ
ナリを設定する必要があります。使用する具体的なDiameterディクショナリの詳細につい
ては、シスコのアカウント担当者にお問い合わせください。

• PCRF選択のためのラウンドロビンアルゴリズムは、多数の PCRFを選択する場合にのみ
効果的であり、細かいレベルでの効果は薄いです。

• priority-select：サブスクライバのワイヤレスプライオリティサービス（WPS）を有効に
します。これは、ピアをレッドピアとして定義するための必須パラメータです。

priority-selectキーワードは、IMSAだけでなく、「Diameterエン
ドポイント」の設定でも使用されます。現在の機能を動作させる

には、両方を有効にする必要があります。

（注）

• priority-host：ホストをレッドホストとして設定します。1つの行で priority-hostキーワー
ドが設定されていると、プライマリピアとセカンダリピアの両方がレッドホストとして扱

われます。

このキーワードを削除するには、no-priority-hostを設定します。（注）

DSCPマッピングの設定
ここでは、DSCPマッピングを設定する方法について説明します。

• WPS APNプロファイルの設定

• WPSプロファイルと P-GWおよび S-GWサービスとの関連付け

• WPSセッションの Gx優先順位付けの有効化

•低優先度ピアと高優先度ピアの区別

WPSセッションの APN、QCI、および ARPベースの DSCPマッピング
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WPS APNプロファイルの設定
WPS APNプロファイルを設定するには、次のコマンドを使用します。このプロファイルは、
ベアラーまたはセッションをWPSベアラーまたはセッションとして識別するために使用され
ます。

configure
wps-apn-profile wps_apn_name

[ no ] wps-apn-row row_number qci qci_value earp arp_pl_value dscp dscp_value

end

注：

• wps-apn-profile wps_apn_name：APNのWPSプロファイルを設定します。この APN名
は、WPSセッションの検出に使用されます。wps-apn-profile allは、このWPS APNプロ
ファイルをすべての APNに適用する場合に使用されます。

APNごとに異なる wps-apn-profileを定義する必要があります。重要

• wps-apn-row：この設定は、ベアラー/PDNをWPSとしてマークするために使用されます。
QCIおよび eARP PLは、WPSセッションの検出に使用されます。最大 16行までの設定が
可能で、1～ 16の整数値を設定できます。

qci and earpの場合、allはワイルドカード一致を意味します。

• dscp：この設定は、設定済み DSCPマーキングによってWPS PDNに関連付けられたさま
ざまな発信 GTP-Cおよび Gxメッセージをマークするために、S-GWまたは P-GWで使用
されます。DSCP値は、1～ 63の整数です。

WPS APNプロファイルと P-GWおよび S-GWサービスとの関連付け
ここでは、WPS APNプロファイルを P-GWや S-GWサービスに関連付ける方法について説明
します。

configure
context context_name

[ no ] pgw-service service_name

[ no ] associate wps-apn
end

注：

• no：WPS APNプロファイルと P-GWサービスの関連付けを無効にします。

• associate wps-apn：WPS APNプロファイルを P-GWサービスに関連付けます。

configure
context context_name

[ no ] sgw-service service_name

WPSセッションの APN、QCI、および ARPベースの DSCPマッピング
11

WPSセッションの APN、QCI、および ARPベースの DSCPマッピング

WPS APNプロファイルの設定



[ no ] associate wps-apn
end

注：

• no：WPS APNプロファイルと S-GWサービスの関連付けを無効にします。

• associate wps-apn：WPS APNプロファイルを S-GWサービスに関連付けます。

WPSセッションの Gx優先順位付けの有効化
ここでは、WPSセッションの Gx優先順位付けレベルを有効にする方法について説明します

configure
context context_name

[ no ]ims-auth-service service_name

[ no ] policy control
[ no ] diameter origin endpoint endpoint_name priority-select

[ no ] diameter session-prioritization
diameter host-select row-precedence precedence_value table { 1

| 2 } host primary_host_name [ realm primary_realm_id ] [ secondary host
secondary_host_name [ realm secondary_realm_id ] ] priority-host [ -noconfirm
]

end

注：

• priority-select：選択した IMS承認サービスのワイヤレスプライオリティサービス（WPS）
を有効にします。

WPS機能では、priority-selectキーワードは必須です。（注）

• no diameter session-prioritization：WPSセッションの Gxシグナリングの優先順位付けを
有効または無効にします。

•デフォルトでは、diameter session-prioritization CLIコマンドは無効になっており、
GxメッセージはWPS値に基づいて優先順位付けされません。

•以前に設定されている場合は、no diameter session-prioritization CLIコマンドを使用
してデフォルトの動作を設定します。

• diameter session-prioritization CLIは、GxがWPS APNプロファイルとともに設定で
有効になっている場合に有効になります。

• diameter session-prioritization設定コマンドは、高優先順位チャネルを通過するDiameter
メッセージに DRMP-0 AVPをアタッチします。DRA/PCRFは、P-GWから DRAまた
は DRAから PCRF Gxのリンクで高優先順位チャネルから低優先順位チャネルへの
フォールバックが発生した場合、DRMP-0に基づいて適切なアクションを実行しま
す。

WPSセッションの APN、QCI、および ARPベースの DSCPマッピング
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diameter session-prioritizationは既存の CLIであり、WPS機能の必
須設定ではありません。

（注）

• priority-host：ホストをレッドホストとして設定します。1つの行で priority-hostキー
ワードが設定されていると、プライマリピアとセカンダリピアの両方がレッドホスト

として扱われます。

低優先度ピアと高優先度ピアの区別

ここでは、低優先度ピアと高優先度ピアを区別する方法について説明します。ポリシー制御の

下の優先度エンドポイントの設定により、WPS機能は、ポリシー制御領域の IMS承認サービ
スにのみ適用されるようになります。Gxインターフェイスに適用されます。

configure
context context_name

[ no ] diameter endpoint pgw-gx
peer primary_peer_name [ realm primary_realm_name ] address ip_address

[ port port_number ]
peer secondary_peer_name [ realm secondary_realm_name ] address

ip_address [ port port_number ] priority-select dscp dscp_value

origin-host-suffix suffix_name

end

注：

• priority-select：ピアを高優先度のWPSピアとして定義します。両方のパラメータを設定
することはオプションです。ピアを設定するときは、次の条件が適用されます。

• priority-selectが設定されていない場合、ピアは高優先度のWPSピアとして扱われま
せん。

•ピアでDSCPが設定されていない場合、エンドポイントレベルのDSCPが、DRA/PCRF
への IPパケットに書き込まれます。それ以外の場合は、設定されたDSCPが IPパケッ
トに書き込まれます。

• priority-selectが設定され、origin-host-suffix がピアで設定されている場合、設定され
た文字列が発信元ホストIDに追加されます。それ以外の場合は、デフォルトの「-wps」
文字列が発信元ホスト IDに追加されます（例：pgw-gx-wps）。

• dscp：DSCPは低優先度ピアでも設定できます。dscp値は、1～ 63の整数です。

WPSセッションの APN、QCI、および ARPベースの DSCPマッピング
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モニタリングおよびトラブルシューティング
ここでは、障害対応情報、showコマンドと出力、IMSAレベルの統計、eGTPC統計、および
バルク統計について説明します。

コマンドと出力の表示

show ims-authorization policy-control statistics

この CLIコマンドを使用して、Rule Installation Failure統計、優先順位付けされた DRMP
メッセージの数、WPSおよび非WPSセッションの統計の詳細に関する出力フィールドを表示
します。

説明フィールド

DPCA WPS Session Stats

このシステムで現在実行されている DPCA WPSセッション
の総数

Total Current Sessions

ワイヤレスプライオリティから通常に移動されたサブスクラ

イバの合計を示します

Switched from Priority Chnl

通常からワイヤレスプライオリティに移動したサブスクライ

バの合計を示します

Switched to Priority Chnl

DPCA WPS Message Stats

Priority Channel

高優先度チャネルで送受信されたWPSセッションのメッセージの統計を示します。

IMS承認ポリシー制御のために受信したポリシー制御メッ
セージの合計。

Total messages Received

IMS承認ポリシー制御サーバーに送信されたメッセージの合
計。

Total Messages Sent

受信したクレジット制御リクエスト（CCR）メッセージの合
計。

Total CCR

CCRへの応答として送信されたクレジット制御応答（CCA）
メッセージの合計。

Total CCA

受信した初期 CCRメッセージの総数。CCR-Initial

初期 CCRメッセージへの応答として送信された初期 CCA
メッセージの合計数。

CCA-Initial

WPSセッションの APN、QCI、および ARPベースの DSCPマッピング
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説明フィールド

初期CCRメッセージへの応答として受信した初期CCAメッ
セージの合計数。

CCA-Initial Accept

初期の CCRメッセージに対する応答として拒否された初期
CCAメッセージの合計数。

CCA-Initial Reject

S-GW復元、DPCAがオフであるか存在しない、または IMSA
セッションが保持モードであるためにドロップされたCCA-I
メッセージの合計数。

CCA-Initial Dropped

初期CCRメッセージへの応答がタイムアウトした初期CCA
メッセージの合計数。

CCA-Initial Timeouts

更新のための初期 CCR後に受信したクレジット制御要求
（CCR）メッセージの総数。

CCR-Update

CCRを更新するために応答として送信されたクレジット制
御応答（CCA）メッセージの合計。

CCA-Update

CCRを更新するために応答として送信されたがタイムアウ
トしたクレジット制御応答（CCA）メッセージの合計。

CCA-Update Timeouts

CCA-Updateメッセージの解析中に発生したエラーの合計数。CCA-Update Errors

S-GW復元、DPCAがオフであるか存在しない、または IMSA
セッションが保持モードであるためにドロップされたCCA-U
メッセージの合計数。

CCA-Update Dropped

アプリケーションを終了するために受信した最終 CCRメッ
セージの合計数。

CCR-Final

セッションを終了するための最終 CCRメッセージへの応答
として送信された最終 CCAメッセージの合計数。

CCA-Final

セッションを終了するための最終 CCRメッセージへの応答
として送信されたがタイムアウトした最終 CCAメッセージ
の合計数。

CCA-Final Timeouts

CCA-Terminateメッセージの解析中に発生したエラーの合計
数。

CCA-Final Errors

S-GW復元、DPCAがオフであるか存在しない、または IMSA
セッションが保持モードであるためにドロップされたCCA-T
メッセージの合計数。

CCA-Final Dropped

受信したセッション中止要求（ASR）の合計数。ASR

WPSセッションの APN、QCI、および ARPベースの DSCPマッピング
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説明フィールド

セッション中止要求（ASR）への応答として送信されたセッ
ション中止承諾（ASA）メッセージの合計数。

ASA

再承認のために受信した Re-Auth-Requests（RAR）の合計
数。

RAR

再承認応答（RAA）メッセージ応答がある再承認要求
（RAR）の合計数。

RAA

未処理のクレジット制御要求（CCR）メッセージがある場合
に、PCRFから受信した再承認要求（RAR）メッセージの合
計数。

RAR-CCR collision

プライオリティチャネルで送受信されることが想定される

が、非プライオリティチャネルで送受信されたWPSセッ
ションのメッセージの統計を示します。

Non-Priority Channel

IMS承認ポリシー制御のために受信したポリシー制御メッ
セージの合計。

Total messages Received

IMS承認ポリシー制御サーバーに送信されたメッセージの合
計。

Total Messages Sent

受信したクレジット制御リクエスト（CCR）メッセージの合
計。

Total CCR

受信した初期 CCRメッセージの総数。CCR-Initial

初期 CCRメッセージへの応答として送信された初期 CCA
メッセージの合計数。

CCA-Initial

初期CCRメッセージへの応答として受信した初期CCAメッ
セージの合計数。

CCA-Initial Accept

初期の CCRメッセージに対する応答として拒否された初期
CCAメッセージの合計数。

CCA-Initial Reject

S-GW復元、DPCAがオフであるか存在しない、または IMSA
セッションが保持モードであるためにドロップされたCCA-I
メッセージの合計数。

CCA-Initial Dropped

初期CCRメッセージへの応答がタイムアウトした初期CCA
メッセージの合計数。

CCA-Initial Timeouts

更新のための初期 CCR後に受信したクレジット制御要求
（CCR）メッセージの総数。

CCR-Update

WPSセッションの APN、QCI、および ARPベースの DSCPマッピング
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説明フィールド

CCRを更新するために応答として送信されたクレジット制
御応答（CCA）メッセージの合計。

CCA-Update

CCRを更新するために応答として送信されたがタイムアウ
トしたクレジット制御応答（CCA）メッセージの合計。

CCA-Update Timeouts

CCA-Updateメッセージの解析中に発生したエラーの合計数。CCA-Update Errors

S-GW復元、DPCAがオフであるか存在しない、または IMSA
セッションが保持モードであるためにドロップされたCCA-U
メッセージの合計数。

CCA-Update Dropped

アプリケーションを終了するために受信した最終 CCRメッ
セージの合計数。

CCR-Final

最終 CCRメッセージに応答してセッションを終了するため
に送信された最終 CCAメッセージの合計数。

CCA-Final

セッションを終了するための最終 CCRメッセージへの応答
として送信されたがタイムアウトした最終 CCAメッセージ
の合計数。

CCA-Final Timeouts

CCA-Terminateメッセージの解析中に発生したエラーの合計
数。

CCA-Final Errors

S-GW復元、DPCAがオフであるか存在しない、または IMSA
セッションが保持モードであるためにドロップされたCCA-T
メッセージの合計数。

CCA-Final Dropped

受信したセッション中止要求（ASR）の合計数。ASR

セッション中止要求（ASR）への応答として送信されたセッ
ション中止承諾（ASA）メッセージの合計数。

ASA

再承認のために受信した Re-Auth-Requests（RAR）の合計
数。

RAR

再承認応答（RAA）メッセージ応答がある再承認要求
（RAR）の合計数。

RAA

未処理のクレジット制御要求（CCR）メッセージがある場合
に、PCRFから受信した再承認要求（RAR）メッセージの合
計数。

RAR-CCR collision

show diameter peers full all

この CLIコマンドを使用して、ピアの詳細を表示します。

WPSセッションの APN、QCI、および ARPベースの DSCPマッピング
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説明カウンタ

ピアの優先順位が高いかどうかを示します。次のオプション

があります。

• Yes：ピアがWPSであることを示します。

• No：ピアが非WPSであることを示します。

優先順位チャネル

show wps-apn-profile{all | name wps_apn_profile_name}

関連する属性で設定された特定またはすべてのWPS APNプロファイルを表示します。

show pgw-service { name <name> | all }

説明フィールド

wps apnプロファイルが P-GWサービスに関連付けられてい
るかどうかを示します。Yesまたは Noで示されます。

WPS APN Profile(s) Associated

show sgw-service { name <name> | all }コマンドの場合と同様の出力フィールド情報を表示でき
ます。

show pgw-service { name_name | all }

このコマンドの出力は、P-GWサービスに関連付けられたWPS APNプロファイルに応じて変
わります。

説明フィールド

wps apnプロファイルが P-GWサービスに関連付けられてい
るかどうかを示します。Yesまたは Noで示されます。

WPS APN Profile(s) Associated

show sgw-service { name_name | all }

このコマンドの出力は、S-GWサービスに関連付けられたWPS APNプロファイルに応じて変
わります。

説明フィールド

wps apnプロファイルが SGWサービスに関連付けられてい
るかどうかを示します。Yesまたは Noで示されます。

WPS APN Profile(s) Associated

show subscribers pgw-only full all

このコマンドの出力は、セッションがWPSかどうかを反映するように変更されます。

WPSセッションの APN、QCI、および ARPベースの DSCPマッピング
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説明フィールド

ベアラーがWPSか非WPSかを示します。Yesまたは Noで
示されます。

WPS Bearer

show sgw-service statistics all

このコマンドの出力が変更され、WPS PDN統計情報が表示されるようになりました。

説明フィールド

WPS PDNs

いずれかの PDNがWPS PDNとしてセットアップされてい
る場合、またはWPS PDNにアップグレードされている場合
に増分されます。WPS PDNがリリースされている場合、ま
たは非WPS PDNにデグレードされている場合に減分されま
す。

Current Active

いずれかの PDNがWPS PDNとしてセットアップされてい
る場合、またはWPS PDNにアップグレードされている場合
に増分されます。

Cumulative Activated

WPS PDNがリリースされている場合、または非WPS PDN
にデグレードされている場合に増分されます。

Cumulative De-activated

show subscribers sgw-only full all

このコマンドの出力が変更され、セッションがWPSかどうかが反映されるようになりました。

説明フィールド

ベアラーがWPSか非WPSかを示します。Yesまたは Noで
示されます。

WPS Bearer

show subscribers saegw-only full all

このコマンドの出力は、セッションがWPSかどうかを反映するように変更されます。

説明フィールド

ベアラーがWPSか非WPSかを示します。Yesまたは Noで
示されます。

WPS Bearer

show pgw-service statistics all

このコマンドの出力が変更され、WPS PDN統計情報が表示されるようになりました。

WPSセッションの APN、QCI、および ARPベースの DSCPマッピング
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説明フィールド

WPS PDNs

いずれかの PDNがWPS PDNとしてセットアップされてい
る場合、またはWPS PDNにアップグレードされている場合
に増分されます。WPS PDNがリリースされている場合、ま
たは非WPS PDNにデグレードされている場合に減分されま
す。

Current Active

いずれかの PDNがWPS PDNとしてセットアップされてい
る場合、またはWPS PDNにアップグレードされている場合
に増分されます。

Cumulative Activated

WPS PDNがリリースされている場合、または非WPS PDN
にデグレードされている場合に増分されます。

Cumulative De-activated

show sgw-service statistics all

このコマンドの出力が変更され、WPS PDN統計情報が表示されるようになりました。

説明フィールド

WPS PDNs

いずれかの PDNがWPS PDNとしてセットアップされてい
る場合、またはWPS PDNにアップグレードされている場合
に増分されます。WPS PDNがリリースされている場合、ま
たは非WPS PDNにデグレードされている場合に減分されま
す。

Current Active

いずれかの PDNがWPS PDNとしてセットアップされてい
る場合、またはWPS PDNにアップグレードされている場合
に増分されます。

Cumulative Activated

WPS PDNがリリースされている場合、または非WPS PDN
にデグレードされている場合に増分されます。

Cumulative De-activated

show saegw-service statistics all

このコマンドの出力が変更され、WPS PDN統計情報が表示されるようになりました。

説明フィールド

WPS PDNs

Collapsed PDNのWPS PDN統計情報を表示します。Colocated PDNs

WPSセッションの APN、QCI、および ARPベースの DSCPマッピング
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説明フィールド

いずれかの PDNがWPS PDNとしてセットアップされてい
る場合、またはWPS PDNにアップグレードされている場合
に増分されます。WPS PDNがリリースされている場合、ま
たは非WPS PDNにデグレードされている場合に減分されま
す。

Current Active

いずれかの PDNがWPS PDNとしてセットアップされてい
る場合、またはWPS PDNにアップグレードされている場合
に増分されます。

Cumulative Activated

WPS PDNがリリースされている場合、または非WPS PDN
PGWアンカーWPS PDNにデグレードされている場合に増
分されます。P-GWアンカーPDNのWPSPDN統計情報を表
示します。

Cumulative De-activated

PGW-Anchor WPS PDNs：P-GWアンカー PDNのWPS PDN統計情報を表示します。

いずれかの PDNがWPS PDNとしてセットアップされてい
る場合、またはWPS PDNにアップグレードされている場合
に増分されます。WPS PDNがリリースされている場合、ま
たは非WPS PDNにデグレードされている場合に減分されま
す。

Current Active

いずれかの PDNがWPS PDNとしてセットアップされてい
る場合、またはWPS PDNにアップグレードされている場合
に増分されます。

Cumulative Activated

WPS PDNがリリースされている場合、または非WPS PDN
PGWアンカーWPS PDNにデグレードされている場合に増
分されます。P-GWアンカーPDNのWPSPDN統計情報を表
示します。

Cumulative De-activated

SGW-Anchor WPS PDNs：SGWアンカー PDNのWPS PDN統計情報を表示します。

いずれかの PDNがWPS PDNとしてセットアップされてい
る場合、またはWPS PDNにアップグレードされている場合
に増分されます。WPS PDNがリリースされている場合、ま
たは非WPS PDNにデグレードされている場合に減分されま
す。

Current Active

いずれかの PDNがWPS PDNとしてセットアップされてい
る場合、またはWPS PDNにアップグレードされている場合
に増分されます。

Cumulative Activated

WPS PDNがリリースされている場合、または非WPS PDN
にデグレードされている場合に増分されます。

Cumulative De-activated
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show egtpc statistics interface pgw-ingress interface-type S5/S8

以下の CLIコマンドは、P-GW入力の S5または S8インターフェイスのWPSセッション関連
GTP-Cメッセージ統計を表示するように変更されています。

説明カウンタ

合計WPS統計：WPSセッションで送受信されたメッセージの累積GTP-Cメッセージ統計を
表示します。

このカウンタは、セッションをWPSにする S5または S8
インターフェイスで P-GWがセッション作成要求メッセー
ジを受信したときに、P-GWによって増加されます。

セッション作成要求（合計RX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S5または S8
インターフェイスで P-GWがセッション作成応答メッセー
ジを送信したときに、P-GWによって増加されます。

セッション作成応答（合計TX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S5または S8
インターフェイスで P-GWがベアラー変更要求メッセージ
を受信したときに、P-GWによって増加されます。

ベアラー変更要求（合計 RX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S5または S8
インターフェイスで P-GWがベアラー変更応答メッセージ
を送信したときに、P-GWによって増加されます。

ベアラー変更応答（合計 TX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S5または S8
インターフェイスで P-GWがベアラー作成要求メッセージ
を受信したときに、P-GWによって増加されます。

ベアラー作成要求（合計 TX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S5または S8
インターフェイスで P-GWがベアラー作成応答メッセージ
を受信したときに、P-GWによって増加されます。

ベアラー作成応答（合計 RX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S5または S8
インターフェイスで P-GWがベアラー更新要求メッセージ
を送信したときに、P-GWによって増加されます。

ベアラー更新要求（合計 TX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S5または S8
インターフェイスで P-GWがベアラー更新応答メッセージ
を受信したときに、P-GWによって増加されます。

ベアラー更新応答（合計 RX）

現在の間隔WPS統計：

現在の統計収集間隔で、WPSセッションで送受信されたメッセージの GTP-Cメッセージ統
計。統計の収集間隔は、バルク統計の収集間隔と同じになります。バルク統計の収集が設定

されていない場合、現在のWPS統計は合計WPS統計と同様に表示されます。

WPSセッションの APN、QCI、および ARPベースの DSCPマッピング
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show egtpc statistics interface pgw-ingress interface-type S5/S8



説明カウンタ

このカウンタは、セッションをWPSにする S5または S8
インターフェイスで P-GWがセッション作成要求メッセー
ジを受信したときに、P-GWによって増加されます。

セッション作成要求（合計RX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S5または S8
インターフェイスで P-GWがセッション作成応答メッセー
ジを送信したときに、P-GWによって増加されます。

セッション作成応答（合計TX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S5または S8
インターフェイスで P-GWがベアラー変更要求メッセージ
を受信したときに、P-GWによって増加されます。

ベアラー変更要求（合計 RX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S5または S8
インターフェイスで P-GWがベアラー変更応答メッセージ
を送信したときに、P-GWによって増加されます。

ベアラー変更応答（合計 TX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S5または S8
インターフェイスで P-GWがベアラー作成要求メッセージ
を受信したときに、P-GWによって増加されます。

ベアラー作成要求（合計 TX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S5または S8
インターフェイスで P-GWがベアラー作成応答メッセージ
を受信したときに、P-GWによって増加されます。

ベアラー作成応答（合計 RX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S5または S8
インターフェイスで P-GWがベアラー更新要求メッセージ
を送信したときに、P-GWによって増加されます。

ベアラー更新要求（合計 TX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S5または S8
インターフェイスで P-GWがベアラー更新応答メッセージ
を受信したときに、P-GWによって増加されます。

ベアラー更新応答（合計 RX）

show egtpc statistics interface sgw-egress interface-type S5/S8

次のCLIコマンドは、S-GW出力のS5/S8インターフェイスのWPSセッション関連GTP-Cメッ
セージ統計を表示するように変更されています。

説明カウンタ

合計WPS統計：WPSセッションで送受信されたメッセージの累積GTP-Cメッセージ統計を
表示します。

このカウンタは、セッションをWPSにする S5または S8
インターフェイスで S-GWがセッション作成要求メッセー
ジを受信したときに、S-GWによって増分されます。

セッション作成要求（合計RX）

WPSセッションの APN、QCI、および ARPベースの DSCPマッピング
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show egtpc statistics interface sgw-egress interface-type S5/S8



説明カウンタ

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S5または S8
インターフェイスで S-GWがセッション作成応答メッセー
ジを送信したときに、S-GWによって増分されます。

セッション作成応答（合計TX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S5または S8
インターフェイスで S-GWがベアラー変更要求メッセージ
を受信したときに、S-GWによって増分されます。

ベアラー変更要求（合計 RX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S5/S8イン
ターフェイスで S-GWがベアラー応答メッセージの変更を
送信したときに、S-GWによって増分されます。

ベアラー変更応答（合計 TX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S5または S8
インターフェイスで S-GWがベアラー作成要求メッセージ
を受信したときに、S-GWによって増分されます。

ベアラー作成要求（合計 TX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S5または S8
インターフェイスで S-GWがベアラー作成応答メッセージ
を受信したときに、S-GWによって増分されます。

ベアラー作成応答（合計 RX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S5または S8
インターフェイスで S-GWがベアラー更新要求メッセージ
を送信したときに、S-GWによって増分されます。

ベアラー更新要求（合計 TX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S5または S8
インターフェイスで S-GWがベアラー更新応答メッセージ
を受信したときに、S-GWによって増分されます。

ベアラー更新応答（合計 RX）

現在の間隔WPS統計：

現在の統計収集間隔で、WPSセッションで送受信されたメッセージの GTP-Cメッセージ統
計。統計の収集間隔は、バルク統計の収集間隔と同じになります。バルク統計の収集が設定

されていない場合、現在のWPS統計は合計WPS統計と同様に表示されます。

このカウンタは、セッションをWPSにする S5または S8
インターフェイスで S-GWがセッション作成要求メッセー
ジを受信したときに、S-GWによって増分されます。

セッション作成要求（合計RX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S5または S8
インターフェイスで S-GWがセッション作成応答メッセー
ジを送信したときに、S-GWによって増分されます。

セッション作成応答（合計TX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S5または S8
インターフェイスで S-GWがベアラー変更要求メッセージ
を受信したときに、S-GWによって増分されます。

ベアラー変更要求（合計 RX）

WPSセッションの APN、QCI、および ARPベースの DSCPマッピング
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show egtpc statistics interface sgw-egress interface-type S5/S8



説明カウンタ

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S5または S8
インターフェイスで S-GWがベアラー変更応答メッセージ
を送信したときに、S-GWによって増分されます。

ベアラー変更応答（合計 TX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S5または S8
インターフェイスで S-GWがベアラー作成要求メッセージ
を受信したときに、S-GWによって増分されます。

ベアラー作成要求（合計 TX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S5または S8
インターフェイスで S-GWがベアラー作成応答メッセージ
を受信したときに、S-GWによって増分されます。

ベアラー作成応答（合計 RX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S5または S8
インターフェイスで S-GWがベアラー更新要求メッセージ
を送信したときに、S-GWによって増分されます。

ベアラー更新要求（合計 TX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S5または S8
インターフェイスで S-GWがベアラー更新応答メッセージ
を受信したときに、S-GWによって増分されます。

ベアラー更新応答（合計 RX）

show egtpc statistics interface sgw-ingress interface-type s11

次の CLIコマンドが変更され、S-GW入力の S11インターフェイスのWPSセッション関連
GTP-Cメッセージ統計が表示されるようになりました。

説明カウンタ

合計WPS統計：WPSセッションで送受信されたメッセージの累積GTP-Cメッセージ統計を
表示します。

このカウンタは、セッションをWPSにする S11インター
フェイスで S-GWがセッション作成要求メッセージを受信
したときに、S-GWによって増分されます。

セッション作成要求（合計RX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S11インター
フェイスで S-GWがセッション作成応答メッセージを送信
したときに、S-GWによって増分されます。

セッション作成応答（合計TX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S11インター
フェイスで S-GWがベアラー変更要求メッセージを受信し
たときに、S-GWによって増分されます。

ベアラー変更要求（合計 TX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S11インター
フェイスで S-GWがベアラー応答メッセージの変更を送信
したときに、S-GWによって増分されます。

ベアラー変更応答（合計 TX）

WPSセッションの APN、QCI、および ARPベースの DSCPマッピング
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show egtpc statistics interface sgw-ingress interface-type s11



説明カウンタ

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S11インター
フェイスで S-GWがベアラー作成要求メッセージを受信し
たときに、S-GWによって増分されます。

ベアラー作成要求（合計 TX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S11インター
フェイスで S-GWがベアラー作成応答メッセージを受信し
たときに、S-GWによって増分されます。

ベアラー作成応答（合計 RX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S11インター
フェイスで S-GWがベアラー更新要求メッセージを送信し
たときに、S-GWによって増分されます。

ベアラー更新要求（合計 TX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S11インター
フェイスで S-GWがベアラー更新応答メッセージを受信し
たときに、S-GWによって増分されます。

ベアラー更新応答（合計 RX）

現在の間隔WPS統計：

現在の統計収集間隔で、WPSセッションで送受信されたメッセージの GTP-Cメッセージ統
計。統計の収集間隔は、バルク統計の収集間隔と同じになります。バルク統計の収集が設定

されていない場合、現在のWPS統計は合計WPS統計と同様に表示されます。

このカウンタは、セッションをWPSにする S11インター
フェイスで S-GWがセッション作成要求メッセージを受信
したときに、S-GWによって増分されます。

セッション作成要求（合計RX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S11インター
フェイスで S-GWがセッション作成応答メッセージを送信
したときに、S-GWによって増分されます。

セッション作成応答（合計TX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S11インター
フェイスで S-GWがベアラー変更要求メッセージを受信し
たときに、S-GWによって増分されます。

ベアラー変更要求（合計 TX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S11インター
フェイスで S-GWがベアラー変更応答メッセージを送信し
たときに、S-GWによって増分されます。

ベアラー変更応答（合計 TX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、11インター
フェイスで S-GWがベアラー作成要求メッセージを受信し
たときに、S-GWによって増分されます。

ベアラー作成要求（合計 TX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S11インター
フェイスで S-GWがベアラー作成応答メッセージを受信し
たときに、S-GWによって増分されます。

ベアラー作成応答（合計 RX）

WPSセッションの APN、QCI、および ARPベースの DSCPマッピング
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show egtpc statistics interface sgw-ingress interface-type s11



説明カウンタ

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S11インター
フェイスで S-GWがベアラー更新要求メッセージを送信し
たときに、S-GWによって増分されます。

ベアラー更新要求（合計 TX）

セッションがWPSの場合、このカウンタは、S11インター
フェイスで S-GWがベアラー更新応答メッセージを受信し
たときに、S-GWによって増分されます。

ベアラー更新応答（合計 RX）

clear egtpc

インターフェイスレベルおよび eGTP-CサービスレベルでWPS統計をクリアするために、以
下の CLIコマンドが変更されました。

• clear egtpc statistics interface-type interface-pgw-ingress interface s5s8：P-GW入力タイプと
S5/S8インターフェイスのすべての eGTP-Cサービスについて、インターフェイス統計と
WPS統計をクリアします。

• clear egtpc statistics interface-type [ interface-sgw-ingress | interface-sgw-egress ] interface [
s11 | sgw-s5s8 ]：S-GW入力タイプと S11インターフェイス、または S-GW出力タイプと
S5/S8インターフェイスのすべての eGTP-Cサービスについて、インターフェイス統計と
WPS統計をクリアします。

• clear egtpc statistics egtp-service pgw_egtpc_service_name interface [ s5s8 ]：すべての P-GW
eGTP-Cサービスおよび S5/S8インターフェイスについて、インターフェイス統計とWPS
統計をクリアします。

• clear egtpc statistics egtp-service sgw_egptc_service_name interface [ s11 | sgw-s5s8 ]：すべて
の S-GW eGTP-Cサービスおよび S11または S5/S8インターフェイスについて、インター
フェイス統計とWPS統計をクリアします。

バルク統計

この項では、QCIおよび ARPベースの DSCPマッピング機能のサポートに使用できる、バル
ク統計について説明します。

IMSAスキーマ

WPSと非WPSのユーザーの高優先順位および低優先順位カテゴリを追跡するために、IMSA
スキーマには次のバルク統計が含まれています。

説明カウンタ

ワイヤレス優先サブスクライバの累積数を表示します。dpca-imsa-total-session-priority-channel

ワイヤレス優先から通常に移行したサブスクライバの累積数

を示します。

dpca-imsa-total-sessions-
switched-from-priority-channel

WPSセッションの APN、QCI、および ARPベースの DSCPマッピング
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clear egtpc



説明カウンタ

通常からワイヤレス優先に移行したサブスクライバの累積数

を示します。

dpca-imsa-total-sessions-
switched-to-priority-channel

PGWスキーマ

P-GWスキーマには、次のバルク統計が含まれています。

説明カウンタ

WPS PDNとして設定されているか、WPS PDNにアップグ
レードされている P-GW PDNの総数を示します。

sessstat-pdn-wps-cumulative-activated

リリースされた、または非WPS PDNへとデグレードされた
P-GW PDNの総数。

sessstat-pdn-wps-cumulative-deactivated

SGWスキーマ

S-GWスキーマには次のバルク統計が含まれています。

説明カウンタ

WPS PDNとして設定されているか、WPS PDNにアップグ
レードされている S-GW PDNの総数を示します。

sessstat-pdn-wps-cumulative-activated

リリースされた、または非WPS PDNへとディグレードされ
た S-GW PDNの総数。

sessstat-pdn-wps-cumulative-deactivated

SAEGWスキーマ

バルク統計変数をサポートするために、次のバルク統計が SAEGWスキーマに追加されまし
た。

説明カウンタ

WPS PDNとして設定されているか、WPS PDNにアップグ
レードされた、P-GWアンカー PDNの総数を示します。

pgw-anchor-pdns-wps-
cumulative-activated

リリースされた、または非WPS PDNへとデグレードされ
た、P-GWアンカー PDNの総数を示します。

pgw-anchor-pdns-wps-
cumulative-deactivated

WPS PDNとして設定されているか、WPS PDNにアップグ
レードされた、SAE-GW Collapsed PDNの総数を示します。

saegw-colocated-pdns-wps-
cumulative-activated

リリースされた、または非WPS PDNにデグレードされた、
SAE-GW Collapsed PDNの総数を示します。

saegw-colocated-pdns-wps-
cumulative-deactivated

WPSセッションの APN、QCI、および ARPベースの DSCPマッピング
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PGWスキーマ



説明カウンタ

WPS PDNとして設定されているか、WPS PDNにアップグ
レードされた、S-GWアンカー PDNの総数を示します。

sgw-anchor-pdns-wps-
cumulative-activated

リリースされた、または非WPS PDNにデグレードされた、
S-GWアンカー PDNの総数を示します。

sgw-anchor-pdns-wps-
cumulative-deactivated

eGTP-Cスキーマ

この機能をサポートするために、次の新しいバルク統計変数が eGTP-Cスキーマに追加されて
います。これらの統計は、現在のバルク統計間隔についてのみ表示されます。

説明カウンタ

s11インターフェイスでWPSサブスクライバに対してシス
テムが受信したトンネルベアラー変更要求メッセージの総数

を示します。

s11-tun-recv-modbearerreq-wps

s11インターフェイスでWPSサブスクライバに対してシス
テムによって送信されたトンネルベアラー変更応答メッセー

ジの総数を示します。

s11-tun-sent-modbearerresp-wps

s11インターフェイスでWPSサブスクライバに対してシス
テムによって送信されたトンネルベアラー作成要求メッセー

ジの総数を示します。

s11-tun-sent-crebearerreq-wps

s11インターフェイスでWPSサブスクライバに対してシス
テムが受信したトンネルベアラー作成応答メッセージの総数

を示します。

s11-tun-recv-crebearerresp-wps

s11インターフェイス s11でWPSサブスクライバに対してシ
ステムによって送信されたトンネルベアラー更新要求メッ

セージの総数を示します。

s11-tun-sent-updbearerreq-wps

s11インターフェイスでWPSサブスクライバに対してシス
テムが受信したトンネルベアラー更新応答メッセージの総数

を示します。

s11-tun-recv-updbearerresp-wps

s5または s8インターフェイスでWPSサブスクライバに対し
てシステムによって送信されたトンネルセッション作成要求

メッセージの総数を示します。

tun-sent-cresessreq-wps

s5または s8インターフェイスでWPSサブスクライバに対し
てシステムが受信したトンネルベアラー更新応答メッセージ

の総数を示します。

tun-recv-updbearerresp-wps

WPSセッションの APN、QCI、および ARPベースの DSCPマッピング
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説明カウンタ

s5または s8インターフェイスでWPSサブスクライバに対し
てシステムによって送信されたトンネルベアラー更新応答

メッセージの総数を示します。

tun-sent-updbearerresp-wps

P-GW eGTP-C S5/S8スキーマ

この機能をサポートするために、次のバルク統計が P-GW eGTP-C S5/S8スキーマに追加され
ています。これらの統計は、現在のバルク統計間隔についてのみ表示されます。

説明カウンタ

S5または S8インターフェイスでWPSサブスクライバに対
してシステムが受信したトンネルセッション作成要求メッ

セージの総数を示します。

tun-recv-cresessreq-wps

S5または S8インターフェイスでWPSサブスクライバに対
してシステムが送信したトンネルセッション作成応答メッ

セージの総数を示します。

tun-sent-cresessresp-wps

S5または S8インターフェイスでWPSサブスクライバに対
してシステムが受信したトンネルベアラー変更要求メッセー

ジの総数を示します。

tun-recv-modbearerreq-wps

S5または S8インターフェイスでシステムが送信したWPS
サブスクライバに対するトンネルベアラー変更応答メッセー

ジの総数を示します。

tun-sent-modbearerresp-wps

S5または S8インターフェイスでシステムが送信したWPS
サブスクライバに対するトンネルベアラー作成要求メッセー

ジの総数を示します。

tun-sent-crebearerreq-wps

S5または S8インターフェイスでシステムが受信したWPS
サブスクライバに対するトンネルベアラー更新応答メッセー

ジの総数を示します。

tun-recv-crebearerresp-wps

S5または S8インターフェイスでシステムが送信したWPS
サブスクライバに対するトンネルベアラー更新要求メッセー

ジの総数を示します。

tun-sent-updbearerreq-wps

S5または S8インターフェイスでWPSサブスクライバに対
してシステムが受信したトンネルベアラー更新応答メッセー

ジの総数を示します。

tun-recv-updbearerresp-wps

WPSセッションの APN、QCI、および ARPベースの DSCPマッピング
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


